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1.船橋市のデジタルデバイド対策の取り組みについて

船橋市のデジタルデバイド対策の課題及び目的
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スマートフォン等の普及により、インターネット利用率が向上しているが、一方でそのよう
なデジタル機器が使用できない人がいるといった「デジタルデバイド（情報格差）」の問題も
生じている。本市においても特に地域住民と密接にかかわる機会が多い公民館においては、窓
口で利用者の方々から、スマートフォン等の使用に関する講座の要望や使用方法等の相談を受
ける機会が増えている。
また、新型コロナウイルス感染症や自然災害などの課題に対しても、インターネットを利用

して、情報を入手したり、サービスを活用したりすることで、「命を守る」ことに繋がる。市
ＨＰだけでなく、アプリやＳＮＳなどで防災情報等を発信している本市においても、地域のイ
ンターネット利用率の向上は地域住民の安全に繋がることと認識できる。

現状
と
課題

市民に対してＩＣＴの変化に対応できるための学習の機会を提供することで、スマートフォン
やタブレット等を使用し、日常生活に必要な情報の入手や、便利なサービスを行えるようにす
る。

目的



1.船橋市のデジタルデバイド対策の取り組みについて

船橋市のデジタルデバイド対策の取り組みについて
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令和3年5月～ 令和3年12月～ 令和4年度以降

フェーズ
❶

フェーズ
❷

フェーズ
❸

個別の学びの機会の提供：公民館スマホコンシェルジュサービス

基幹公民館での試行的実施 本格稼働及び地区公民館への拡大

地域による地域課題の解決へ

市民大学校で市民スマホコンシェルジュ養成講座
の実施

講座による知識・体験の学び：デジタルデバイド対策講座

携帯会社等と協力した全26公民館での
デジタルデバイド対策講座の実施（年140回以上）

講座内容を見直して実施

●デジタルデバイド対策の３つフェーズ

※上記に加えて令和３年５月に公民館利用者に対してインターネット利用に関するアンケートを実施している。
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２.取り組みの様子

スマホコンシェルジュの様子

6



01 船橋市のデジタルデバイド対策の取り組みについて

03 取り組みの結果

04 取り組みにおけるポイント

05 今後の展開

7

Funabashi City/Lifelong learning Department/Social Education Section

02 取り組みの様子



３.取り組みの結果

デジタルデバイド対策講座、スマホコンシェルジュの反響
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➢市民からは大好評。
➢広報誌に掲載するとすぐに定員に達する。
➢結果、申し込みができないため、もっと講座を増やして
ほしいという要望が多い。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

対
策
講
座

➢初日はスマホコンシェルジュのために並ぶ館もあるほど
反響があった。

➢対応した市民からは御礼の言葉を多くいただいている。
➢多い館では１か月３０人以上の問い合わせあり。

ス
マ
ホ

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ



３.取り組みの結果

スマホコンシェルジュの拡大
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インターネットを使用する上で困ったことを相談できる相手が「とくにいない」割合

出典：令和３年度インターネット使用に関するアンケート

スマホコンシェルジュの評判が良かったことから・・・
①R３.１２月１日より本格稼働を行う
②アンケートで相談できる相手がいない地域の公民館へ拡大する

ことが決定した。

※さらに、Ｒ5.7より全公民館に拡大
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４.取り組みにおけるポイント

取り組みにおけるポイント
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①定義をする

②まわりを巻き込む

③試行的に実施する

④グランドデザイン（全体構想）を描く

⑤トップ層の意思表示



４.取り組みにおけるポイント

①定義をする
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「デジタルデバイド」とは
何か説明できますか？



４.取り組みにおけるポイント

①定義をする
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実は…

「インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用でき
る者と利用できない者との間に生じる格差」

と総務省では定義されています。
（平成23年度版情報通信白書）

具体的には…

➢ 地域間デジタルデバイド
➢ 個人間・集団間デジタルデバイド
➢ 国際間デジタルデバイド



４.取り組みにおけるポイント

①定義をする
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船橋市生涯学習部では…

デジタルデバイド
＝「ICTを使いこなせる人とそうでない人の格差」

と定義しています。

議論がぶれない（余計な議論をしなくて済む）



４.取り組みにおけるポイント

②まわりを巻き込む
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社会教育課

部長

相談
公民館

(広域事業担当者)

図書館
総合教育
センター

相談
デジタル行政
推進課

政策企画課

docomo KDDI Softbank

市長部局

教育委員会

民間企業

教育総務課

チーム

…主に関係した部署、企業



４.取り組みにおけるポイント

②まわりを巻き込む

◼ 全体の企画、進捗管理
◼ 庁内、スマホ会社（ソフトバンクとの事業連携含む）との調整
◼ 全館の講座のスケジュール管理・調整
◼ 基本的な回答内容の範囲（注意点・QAの作成）の作成、研修の実施
◼ インターネット利用のアンケート作成、統計資料の作成
◼ 広報、プレスリリース

16

社会教育課

公民館
(広域事業担当者)

◼ 社会教育課へ「実施の評判などの現場の肌感覚」を情報として提供
◼ スマホ講座、スマホコンシェルジュの実施
◼ スマホ講座・スマホコンシェルジュのチラシ、ポスターの作成
◼ インターネット利用のアンケートの実施
◼ スマホコンシェルジュの対応記録簿への記載、スマホ講座のアンケート作成

広域事業担当者会議で共有・検討
• 公民館と社会教育課の既存の知
見や資源を活用しつつ

• 新しいことを厭わない組織カル
チャーを持つ



４.取り組みにおけるポイント

②まわりを巻き込む

スマホ講座は…

スマホコンシェルジュは…
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広域事業担当者の中でソフトバンクの講座の評価が高
かったため、こちらからアプローチした。

広域事業担当者との打ち合わせの中で、「窓口でよく
市民の人にスマホについて聞かれる」という会話をヒン
トに生まれた。



４.取り組みにおけるポイント

③試行的に実施する
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スマホ講座もスマホコンシェルジュサービスも、どれ
くらいの反響があるかわからない中、いきなり多くの回
数や全館での実施をしてしまうと対応しきれない可能性
がある。

そのため、試行的かつスモールスタートで実施するこ
とで、職員の負担を下げるとともに、その後のプロジェ
クトの修正を行いやすくした。



４.取り組みにおけるポイント

③試行的に実施する
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➢最初は全館２回以上での実施でお願いする。
（全２６館×２回＝５２回）
➢実施後の評判が良かったため、各館が講座数を増やして
くれた結果、１4０回以上開催予定となった。（R3年度）

デ
ジ
タ
ル
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バ
イ
ド

対
策
講
座

➢初の試みであったため、２６館中、人数的に余裕がある基幹公民
館５館で実施した。

➢初日は並ぶほどの人気であったため、社会教育課から応援に行く。
➢R３.１２月から７館増やして１２館、Ｒ５.７月から全２６館に
拡大して実施。

ス
マ
ホ

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ



４.取り組みにおけるポイント

④グランドデザイン（全体構想）を描く
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令和２年１２月時点での企画書一部抜粋（現時点で変更あり）
①個々の施策を単発に
行うのではなく、段階
的かつ同時に実施する
ことで効果を高める。

②最終的な広がり（全
体構想）を当初からイ
メージして実施してい
くことで、実施後もス
ムーズに進められる。



４.取り組みにおけるポイント

⑤トップ層の意思表示
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• リーダー層が実施することを決
めてくれたこと。

• 他の課からの反対意見にもリー
ダー層が対応してくれたこと。



４.取り組みにおけるポイント

⑤トップ層の意思表示
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さまざまな部署から反対が…

これは公民館の
仕事なのか？

公民館職員で回
答できるのか？

間違った回答し
たら誰が責任取
るんだ？

クレームに繋
がったらどうす
るんだ？

それに対して生涯学習部の管理職は…
「うちの職員が考えたことをあきらめるわけにはいかない」
「若手が一生懸命考えたアイデアを潰されて、『今後どうせ考えても…』とい
う気持ちにさせるわけにはいかない」

と奮闘してくれました。
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５.今後の展開

今後の展開について
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市場開拓
新
市
場

既
存
市
場

新製品（サービス）既存製品（サービス）

市場浸透 新製品開発

多角化

スマホ講座
の拡大

公民館スマホコン
シェルジュの実施

（スマホ講座の他部署での実施）
市民スマホコン
シェルジュの養成

公民館以外での展開を
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ご清聴ありがとうございました。


